
題字　公益社団法人福島県森林・林業・緑化協会
会  長  齋 藤 卓 夫

令和元年９月１日発行（毎月１回１日発行）通巻第661号

No.661

表紙の写真■池　の　中　の　紅　葉表紙の写真■池　の　中　の　紅　葉
監　　　修■福 島 県 農 林 水 産 部監　　　修■福 島 県 農 林 水 産 部

2 0 1 92 0 1 999



林業福島　令和元年９月１日発行

1―　 ―

《も　  く　  じ》

とびら
最初の１本から最後の１本まで
　福島県農林種苗農業協同組合
　　代表理事組合長　野　尻　榮　一……１
2019緑の少年団交流大会in北海道!!…………２
県政コーナー……………………………３～４
　海岸防災林造成の進捗状況について
第45回福島県緑の少年団大会を開催!!………５
南会津町：森林認証について………………６

第38回福島県治山林道研究発表会について
　　　　　……………………………………７
普及指導員通信………………………………８
森連だより……………………………………９
きのこセンターだより………………………10
木の文化を育む⑥……………………………11
木材市況・ふくしま東西南北………………12
はなしのひろば・お知らせコーナー………13

　

福
島
県
農
林
種
苗
農
業
協
同
組
合
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
ご
支
援
、
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
三
年
に
発
生
し
ま
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
大
規
模
な
津
波
に
よ

り
、
本
県
の
海
岸
防
災
林
は
流
出
等
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

直
後
か
ら
海
岸
防
災
林
の
再
生
及
び
復
旧
工
事
が
、
先
人
の
取
組
を
継
承
し
、
地
域
住

民
の
協
力
の
も
と
始
ま
り
ま
し
た
。
工
事
で
は
、
マ
ツ
材
線
虫
病
に
よ
る
枯
損
の
防
止
の

た
め
、
主
林
木
と
し
て
抵
抗
性
マ
ツ
を
用
い
る
こ
と
と
な
り
、
全
国
か
ら
提
供
さ
れ
た
抵

抗
性
マ
ツ
の
種
子
か
ら
育
成
さ
れ
た
抵
抗
性
ク
ロ
マ
ツ
の
コ
ン
テ
ナ
苗
の
最
初
の
一
本
目

が
、
種
子
を
播
い
て
か
ら
二
年
が
経
過
し
た
平
成
二
五
年
四
月
十
八
日
い
わ
き
市
の
新
舞

子
海
岸
に
納
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
は
、
生
産
者
の
ほ
と
ん
ど
が
コ
ン
テ
ナ
苗
を
初
め
て
作
る
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
育
苗
途
中
で
枯
ら
し
た
り
、
大
き
く
徒
長
し
た
り
と
試
行
錯
誤
の
連
続
で
、
健
全
な

苗
木
の
安
定
納
入
に
苦
労
し
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

最
初
の
一
本
が
納
入
さ
れ
た
平
成
か
ら
、
令
和
に
替
わ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
海
岸

防
災
林
造
成
事
業
を
始
め
と
す
る
各
種
事
業
に
納
入
し
た
苗
木
の
総
数
は
、
約
一
九
七
万

本
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
枯
損
や
生
育
不
良
な
ど
多
く
の
問
題
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
そ
の
都
度
、

県
を
始
め
多
く
の
関
係
機
関
の
皆
様
に
お
世
話
に
な
り
、
苗
木
の
生
産
技
術
も
大
き
く
向

上
し
、
健
全
な
苗
木
を
安
定
し
て
納
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
初
の
納
入
か
ら
六
年
が
過
ぎ
、
当
時
二
〇
㌢
㍍
程
度
だ
っ
た
苗
木
も
人
の
背
丈
を
超

え
る
ま
で
大
き
く
な
り
、
海
岸
防
災
林
と
し
て
の
景
色
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
、
全
国
植
樹
祭
が
南
相
馬
市
の
海
岸
防
災
林
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

海
岸
防
災
林
の
復
旧
と
再
生
が
進
み
、
本
県
の
海
岸
が
少
し
ず
つ
緑
を
回
復
し
て
い
る
姿

が
全
国
に
放
送
さ
れ
た
こ
と
は
、
苗
木
生
産
者
に
と
っ
て
大
き
な
喜
び
で
も
あ
り
ま
し

た
。

　

海
岸
防
災
林
造
成
事
業
の
事
業
期
間
も
残
り
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
最
後
の
一

本
が
納
入
さ
れ
る
ま
で
、
苗
木
の
品
質
の
向
上
を
追
求
し
、
安
定
供
給
を
目
指
し
て
生
産

に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

福島県農林種苗農業協同組合　　　　　　
代表理事組合長　野　尻　榮　一

最初の１本から
　　　最後の１本まで
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　田村市立緑小学校みどりの少年団が全国活動発表コンクールにおいて「みどりの奨励賞（全国緑の少年団
連盟会長賞）」を受賞し、表彰式へ出席するために北海道へ行ってきました。
　この賞は、緑の少年団の相互研鑽を目的に各都道府県から選抜された緑の少年団において優秀な成績を収
めた少年団へ贈られるものです。

　表彰式は、７月28日（日）から７月29日（月）に開催された「2019緑の少年団交流大会in北海道」の式典に
おいて行われました。
　また、少年団員による活動発表も行われ、自分たちの取り組みのなかで苦労したことや嬉しかったこと、
今後の活動目標などについて発表されました。
　交流活動においては、他県の受賞少年団員と北海道内から参加した緑の少年団（４団体）の団員とグルー
プを組み「枝打ち」や「ツリークライミング」、「森林散策」を体験しました。
　夏本番の北海道は意外にも暑く、子供たちはヘルメットの中から流れ落ちる汗も気にせずに初めての体験
を楽しむとともに、子供たち同士で夕食の準備を進めていくうちに自然と互いに親交が深まり充実した時間
を過ごせました。

2019緑の少年団交流大会in北海道!!
公益社団法人　福島県森林・林業・緑化協会　緑化推進局

【交流大会参加団体】

みどりの奨励賞受賞団体（５団体） 県 道内参加の緑の少年団（４団体） 局

１ 田村市立緑小学校緑の少年団 福島県 １ ながぬま緑の少年団 空知

２ 国本中央小学校緑の少年団 栃木県 ２ 稚内小学校
クルサン緑の少年団 宗谷

３ 高崎市立岩平小学校緑の少年団 群馬県 ３ 中茶安別緑の少年団 釧路

４ 厳木町緑の少年団 佐賀県 ４ 緑の少年団
なかしべつ冒険クラブ 根室

５ 下地小緑の少年団 沖縄県 計　９団体
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相
馬
地
区

　

古
く
は
万
葉
集
に
も
う
た
わ
れ
、
藩
政

時
代
よ
り
松
を
植
え
、
住
民
は
も
と
よ
り

多
く
の
人
々
の
憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ま

れ
て
き
ま
し
た
。

　

海
岸
防
災
林
で
は
被
災
し
た
防
災
林
を

含
め
約
一
七
〇
㌶
を
整
備
す
る
計
画
で
、

約
九
〇
㌫
の
進
捗
で
す
。

・
南
相
馬
市

　

県
政
コ
ー
ナ
ー　
　

海
岸
防
災
林
造
成
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て�

福
島
県
森
林
保
全
課

○
福
島
県
の
被
害
状
況

　

二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
、

三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

９
・
０
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴

う
大
規
模
な
津
波
が
、
東
北
か
ら
関
東
に

か
け
て
の
太
平
洋
沿
岸
部
に
押
し
寄
せ
、

広
い
範
囲
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
本
県
の
海
岸
部
に
お
い
て
も
、
沿
岸

部
の
民
有
保
安
林
二
六
一
㌶
の
う
ち
約
六

〇
㌫
に
あ
た
る
一
五
五
㌶
が
津
波
に
よ
る

流
出
や
倒
伏
、
塩
害
等
に
よ
り
樹
勢
の
衰

え
や
枯
死
す
る
な
ど
甚
大
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。

○
海
岸
防
災
林
の
復
旧
・
整
備
方
針

　

海
岸
防
災
林
は
、
潮
害
の
防
備
、
飛
砂
・

風
害
の
防
備
等
の
災
害
防
止
機
能
を
有
し

て
お
り
、
津
波
到
来
時
に
は
、
津
波
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
減
衰
さ
せ
漂
流
物
を
捕
捉
し
、

農
地
や
居
住
地
を
災
害
か
ら
守
る
な
ど
地

域
の
生
活
環
境
の
保
全
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

　

本
県
で
は
、
被
災
し
た
沿
岸
部
を
地
形

特
性
、
土
地
利
用
に
応
じ
て
防
潮
堤
と
海

岸
防
災
林
、
盛
土
構
造
の
道
路
等
を
組
み

合
わ
せ
た
多
重
防
御
に
よ
る
復
旧
・
復
興

事
業
を
行
っ
て
お
り
、
海
岸
防
災
林
造
成

事
業
で
は
、
流
出
や
倒
伏
、
樹
勢
の
衰
え

や
、
枯
死
し
た
海
岸
林
の
復
旧
、
市
町
の

復
興
計
画
に
基
づ
い
た
海
岸
林
の
整
備
を

相
馬
市
か
ら
い
わ
き
市
に
か
け
て
の
三
市

四
町
の
九
地
区
で
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
現
在
の
復
旧
状
況

・
相
馬
市

小
高
地
区

　

海
岸
防
災
林
と
し
て
は
、
約
一
三
五
㌶

を
整
備
す
る
計
画
で
、
約
八
五
㌫
の
進
捗

で
す
。

　

ま
た
、
南
相
馬
市
で
は
こ
の
ほ
か
鹿
島

地
区
と
原
町
地
区
も
整
備
を
進
め
、
全
体

で
約
二
九
五
㌶
、
約
九
一
㌫
の
進
捗
で

す
。

・
浪
江
町
・
双
葉
町

撮影日：Ｈ31. ２. ５

撮影日：Ｈ31. ２. ５

撮影日：Ｈ31. ２. ５

成林のイメージ図

成林のイメージ図

成林のイメージ図
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浪
江
地
区
・
双
葉
地
区

　

浪
江
地
区
に
は
環
境
省
の
仮
設
焼
却
施

設
が
稼
働
し
て
い
る
こ
と
か
ら
整
備
が
一

部
遅
れ
て
い
ま
す
。
海
岸
防
災
林
で
は
約

六
五
㌶
を
整
備
す
る
計
画
で
、
約
六
五
㌫

の
進
捗
で
す
。

　

ま
た
、
双
葉
地
区
は
約
二
〇
㌶
で
約
七

〇
㌫
の
進
捗
で
す
。

・
富
岡
町

富
岡
地
区

　

富
岡
地
区
で
は
、
津
波
に
よ
り
Ｊ
Ｒ
常

磐
線
の
駅
舎
ま
で
被
害
を
受
け
た
た
め
、

海
側
に
は
防
潮
堤
及
び
嵩
上
げ
さ
れ
た
県

道
な
ど
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

海
岸
防
災
林
は
約
二
五
㌶
、
約
五
三
㌫

の
進
捗
で
す
。

・
楢
葉
町

楢
葉
地
区

　

楢
葉
地
区
は
、
海
岸
防
災
林
で
約
三
〇

㌶
を
整
備
す
る
計
画
で
本
年
度
（
令
和
元

年
度
）
完
成
す
る
予
定
で
す
。

・
い
わ
き
市

新
舞
子
地
区

　

新
舞
子
地
区
で
は
相
双
地
方
に
見
ら
れ

る
よ
う
な
、
壊
滅
的
な
被
害
は
な
か
っ
た

も
の
の
、
塩
害
等
被
害
を
含
め
約
二
〇
㌶

の
整
備
を
計
画
し
、
平
成
二
六
年
度
に
完

成
し
て
い
ま
す
。

　

震
災
時
に
海
岸
防
災
林
と
し
て
の
機
能

を
発
揮
し
た
本
地
区
を
手
本
と
し
て
、
全

国
的
に
も
そ
の
効
果
を
求
め
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

○
今
後
の
進
め
方

　

令
和
二
年
度
に
は
、
復
興
・
創
生
期
間

が
終
期
を
迎
え
ま
す
が
、
原
子
力
被
災
十

二
市
町
村
に
お
い
て
は
、
未
だ
に
住
民
の

方
の
帰
還
等
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま

す
。

　

海
岸
防
災
林
造
成
事
業
に
お
い
て
も
、

浪
江
地
区
で
は
、
特
定
復
興
再
生
拠
点
か

ら
発
生
し
た
廃
棄
物
を
処
理
す
る
仮
設
焼

却
施
設
等
が
令
和
三
年
度
以
降
も
稼
働
見

込
み
で
あ
る
た
め
、
令
和
二
年
度
以
降
も

事
業
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

海
岸
防
災
林
の
造
成
で
は
、
地
方
自
治

法
に
基
づ
き
他
都
道
府
県
よ
り
派
遣
職
員

の
皆
様
の
支
援
を
受
け
、
復
旧
・
復
興
事

業
が
着
実
に
進
捗
し
、
九
地
区
の
う
ち
一

地
区
が
完
了
し
ま
し
た
。
令
和
元
年
度
に

さ
ら
に
二
地
区
の
完
了
を
予
定
し
て
お

り
、
一
日
も
早
い
復
旧
、
復
興
の
た
め
、

関
係
機
関
と
調
整
を
し
な
が
ら
、
事
業
進

捗
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
（
注
）
進
捗
率
は
事
業
費
ベ
ー
ス

撮影日：Ｈ23. ３.14

撮影日：Ｈ31. ２. ５

撮影日：Ｈ31. ２. ５

撮影日：Ｈ31. ２. ５

成林のイメージ図

成林のイメージ図

成林のイメージ図
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葉
の
順
に
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
表
彰
式
に
お
い
て
、
過
去
十
年

間
、
同
発
表
大
会
に
お
い
て
県
知
事
賞
を

受
賞
し
、
現
在
も
継
続
し
て
積
極
的
に
活

動
し
て
い
る
少
年
団
三
団
（
大
戸
小
、
川

南
小
、
田
村
緑
小
）
へ
活
動
実
績
発
表
大

会
第
四
〇
回
を
記
念
し
て
齋
藤
会
長
よ
り

特
別
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
会
場
を
ふ
く
し
ま
県
民
の
森

（
同
村
）
に
移
し
、
昼
食
を
は
さ
ん
で
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
福
島
県
も

り
の
案
内
人
の
会
の

方
た
ち
の
指
導
の
も

と
、
少
年
団
は
二
班

に
分
か
れ
て
自
然
観

察
や
木
工
ク
ラ
フ
ト

の
体
験
交
流
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　

自
然
観
察
で
は
、

県
民
の
森
の
中
を
散

策
し
な
が
ら
、
第
六

九
回
全
国
植
樹
祭
開

催
を
記
念
し
て
昨
年

整
備
さ
れ
た
樹
の

森
、
花
の
森
を
周

り
、
各
々
の
市
町
村

の
樹
や
花
に
つ
い
て

学
び
、
木
工
ク
ラ
フ

ト
で
は
、
県
民
の
森

内
に
あ
る
森
林
学
習

館
に
お
い
て
、
ヒ
ノ

　

令
和
元
年
七
月
二
九
日（
月
）、
大
玉
村

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第

四
五
回
福
島
県
緑
の
少
年
団
大
会
を
多
数

の
ご
来
賓
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
盛
大
に

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、
県
内
の
緑
の
少
年
団
が
一

堂
に
集
ま
り
、
こ
れ
ま
で
の
緑
化
活
動
の

実
績
の
発
表
や
交
流
活
動
を
通
し
て
相
互

に
友
情
と
連
帯
を
深
め
、
豊
か
な
人
間
性

と
奉
仕
の
精
神
を
培
う
と
と
も
に
、
緑
を

愛
し
、
緑
を
守
り
、
育
て
る
心
を
養
う
こ

と
を
目
的
に
開
催
す
る
も
の
で
、
県
内
少

年
団
十
二
団
一
三
〇
名
、
参
加
者
全
体
で

約
二
二
〇
名
が
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
参
加
少
年
団
十
二
団
に
よ
る

団
旗
入
場
か
ら
始
ま
り
、
当
協
会
齋
藤
卓

夫
会
長
の
主
催
者
挨
拶
、
井
出
孝
利
福
島

県
副
知
事
、
佐
藤
政
隆
福
島
県
議
会
議

員
、
押
山
利
一
大
玉
村
長
に
よ
る
来
賓
祝

辞
、
第
四
〇
回
福
島
県
緑
の
少
年
団
活
動

実
績
発
表
大
会
の
表
彰
式
（
受
賞
団
体
は

林
業
福
島
七
月
号
№
六
五
九
に
掲
載
し
ま

し
た
）、
県
知
事
賞
を
受
賞
し
た
会
津
若

松
市
立
大
戸
小
学
校
緑
の
少
年
団
に
よ
る

活
動
発
表
、
苗
木
の
贈
呈
、
地
元
少
年
団

（
大
山
小
、
玉
井
小
）
に
よ
る
誓
い
の
言

キ
材
を
使
っ
た
箸
づ
く
り
や
輪
切
り
木
材

な
ど
使
っ
た
ペ
ン
ダ
ン
ト
づ
く
り
な
ど
を

体
験
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
よ
り
一
層
緑
の
少
年
団
活
動

を
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
に
、
十
月
に
開

催
さ
れ
る
第
二
回
と
な
る
次
世
代
を
担
う

子
供
た
ち
に
よ
る
森
林
づ
く
り
会
議
（
五

日
）
や
ふ
く
し
ま
植
樹
祭
（
六
日
）
な
ど

へ
の
参
加
や
、
森
林
づ
く
り
活
動
の
働
き

か
け
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

第
45
回
福
島
県
緑
の
少
年
団
大
会
を
開
催
!!

公
益
社
団
法
人 

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会 

緑
化
推
進
局

開　会

自然観察

表彰式

木工クラフト

●今大会参加少年団

石田みどりの少年団
� （伊達市立石田小学校）

郡山市立穂積小学校緑の少年団

田村市立緑小学校みどりの少年団

大屋小学校緑の少年団（白河市）

会津若松市立大戸小学校緑の少年団

会津若松市立川南小学校
� 「ホタルの里」緑の少年団

喜多方市立第一小学校みどりの少年団

相馬市立山上小学校緑の少年団

大甕緑の少年団
� （南相馬市立大甕小学校）

飯豊小学校緑の少年団（小野町）

大山小学校緑の少年団（大玉村）

大玉村立玉井小学校緑の少年団
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１
．
は
じ
め
に

　

南
会
津
町
で
は
二
〇
一
四
年
に
町
有
林

四
七
七
㌶
が
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
／
Ｆ
Ｍ
認
証
を
取

得
し
、
二
〇
一
六
年
に
町
内
十
七
事
業
者

が
Ｃ
ｏ
Ｃ
管
理
事
業
体
を
取
得
し
ま
し

た
。
近
年
で
は
、
東
京
五
輪
を
契
機
と
し

て
活
発
化
し
て
い
る
森
林
認
証
で
す
が
、

東
京
五
輪
後
の
森
林
認
証
の
「
後
退
化
」

へ
の
危
惧
と
「
標
準
化
」
へ
の
期
待
と
い
っ

た
両
面
が
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

私
た
ち
が
こ
れ
ま
で
取
組
ん
で
き
た
森
林

認
証
の
現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
、
今
後
の

展
望
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

２
．
森
林
認
証
の
取
組
「
Ｆ
Ｍ
認
証
」

 

⑴ 

認
証
林
の
拡
大

　
　

こ
れ
ま
で
四
七
七
㌶
で
あ
っ
た
森
林

認
証
林
面
積
を
二
〇
一
九
年
三
月
に

九
、
二
八
八
㌶
（
町
有
林
全
域
）
に
拡

大
し
ま
し
た
。
本
町
は
二
〇
一
七
年
に

林
業
成
長
産
業
化
モ
デ
ル
地
域
に
選
定

さ
れ
る
な
ど
、
森
林
認
証
活
性
化
へ
の

本
気
度
が
う
か
が
え
ま
す
。

 

⑵ 

地
域
協
議
会
の
発
足

　
　

森
林
認
証
林
の
取
得
は
集
落
「
共
有

林
」
に
ま
で
波
及
し
て
い
ま
す
。
本
町

高
野
地
区
で
は
、
集
落
の
共
有
林
の
荒

廃
を
危
惧
し
、
後
世
に
残
す
森
林
づ
く

り
を
目
指
し
て
住
民
主
体
の
地
域
協
議

会
「
高
野
も
り
ネ
ッ
ト
協
議
会
」
を
発

足
し
ま
し
た
。
地
域
住
民
の
思
い
描
く

将
来
の
森
林
の
姿
と
森
林
認
証
の
理
念

が
合
致
し
た
こ
と
か
ら
、
集
落
共
有
林

の
森
林
認
証
取
得
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

３
．
森
林
認
証
の
取
組

　
　
　
　
　
　
「
Ｃ
ｏ
Ｃ
認
証
」

 

⑴ 

こ
れ
ま
で
の
実
績

　
　

森
林
認
証
材
の
流
通
で
は
①
地
産
外

消
と
②
地
産
地
消
を
目
標
に
掲
げ
て
い

ま
す
。
地
産
外
消
で
は
東
京
五
輪
や
県

内
の
関
連
施
設
へ
納
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
が
、
一
過
性
の
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
継
続
性
の
あ
る
販
路
獲
得

を
模
索
し
て
い
ま
す
。
地
産
地
消
で

は
、
二
〇
一
七
年
に
南
会
津
町
庁
舎
へ

の
木
材
納
入
を
手
掛
け
ま
し
た
。
森
林

認
証
の
指
定
物
件
で
は
な
か
っ
た
も
の

の
、
す
べ
て
の
工
程
で
Ｃ
ｏ
Ｃ
管
理
事

業
体
が
携
わ
り
ま
し
た
。

 

⑵ 

現
在
の
取
組

　
　

本
町
で
は
未
だ
森
林
認
証
は
定
着
し

て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
森
林
認
証
を
地

域
に
根
付
か
せ
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は

町
産
材
の
流
通
を
標
準
化
す
る
こ
と
が

最
優
先
で
は
な
い
か
と
の
声
が
上
が
り

ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
、
二
〇
一
八
年

よ
り
南
会
津
町
で
は
、
町
産
材
を
用
い

て
地
域
工
務
店
で
住
宅
を
施
工
し
た
場

合
に
最
大
で
二
〇
〇
万
円
を
補
助
す
る

制
度
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
地
域
住

民
・
地
域
工
務
店
・
地
域
林
業
が
一
体

と
な
っ
て
地
域
全
体
を
活
性
化
さ
せ
よ

う
と
い
う
も
の
で
す
。
当
補
助
制
度
を

契
機
に
町
産
材
の
地
域
需
要
拡
大
と
利

用
の
意
識
向
上
は
明
ら
か
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
は
森
林
認
証
材
へ
移
行
し

た
い
と
大
き
な
期
待
を
持
っ
て
い
ま
す
。

４
．
お
わ
り
に

　

こ
れ
ま
で
の
取
組
か
ら
、
森
林
認
証
の

普
及
拡
大
に
は
行
政
・
民
間
を
含
む
地
域

一
丸
と
な
っ
た
連
携
と
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
構
築
が
最
も
重
要
な
要
素
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
と
な
り
ま
す
が
、
本
町
で
は
「
森

林
認
証
推
進
協
議
会
」
の
発
足
や
共
通
の

営
業
ツ
ー
ル
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）
を
作
成

す
る
な
ど
、
地
域
の
組
織
づ
く
り
の
強
化

に
努
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
栃
木
・

静
岡
・
飯
能
と
四
地
区
合
同
会
議
を
立
ち

上
げ
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
も
尽

力
し
て
い
ま
す
。
森
林
認
証
の
標
準
化
に

向
け
て
、
地
域
に
根
ざ
し
た
森
林
認
証
を

確
立
で
き
る
よ
う
邁
進
す
る
次
第
で
す
。

一般住宅への認証材の使用を
勧めています。

行政・民間合同で構造見学会の実施。

南
会
津
町
：
森
林
認
証
の
推
進
に
つ
い
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

み
な
み
あ
い
づ
森も
　
り林
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

松　

澤　
　
　

瞬
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１　はじめに
　福島県では、治山・林道等森林土木業務に関する研究、情報・体験等の発表や
意見交換等を通じて職員の技術の向上を図り、森林土木事業の発展に寄与するこ
とを目的として、標記発表会を開催しました。

２　発表会について
　発表会は、令和元年７月19日（金）に福島県郡山市の福島県林業研究センター研
修本館で開催し、各農林事務所や市町村職員のほか計63名が参加しました。発表
では、治山部門７件、林道部門４件の計11件の発表がありました。

３　発表内容
　発表内容及び審査結果は次のとおりです。

　審査員10名による厳正な審査が行われ、最優秀賞２件、優秀賞２件を決定しました。その中から、治山・林道それぞれ
で全国や北海道・東北地区で行われる発表会の推薦者を決定しました。

【第59回治山研究発表会へ推薦】
　いわき農林事務所　遠藤　普子
　　・開催日時　令和元年10月１日（火）～２日（水）　午前９：00～
　　・開催場所　国立オリンピック記念青少年総合センター　カルチャー棟
【第55回林道研究発表会へ推薦】
　南会津農林事務所　細澤めぐみ
　　・開催日時　令和元年10月８日（火）～９日（水）　午前10：30～
　　・開催場所　国立オリンピック記念青少年総合センター　カルチャー棟
【北海道・東北地区第55回治山林道研究発表会へ推薦】
　森林保全課　駒井　裕治
　　・開催日時　令和元年８月29日（木）　午前９：00～
　　・開催場所　秋田県庁第二庁舎（秋田県秋田市）

４　おわりに
　本発表会を通して、森林土木事業を行っていく上での新たな技術・工法について
の提案やその問題点、また、現在行われている治山・林道事業の問題と解決策につ
いて、意見交換を行い、発表者、参加者ともに知識や認識を深めることができました。
　これをきっかけとして、森林土木技術の更なる向上や施策の推進を図っていくと
ともに、近年注目を集めている突発的な豪雨や土砂崩れなどの自然災害への対応に
活かしていきます。

第38回福島県治山林道研究発表会について
福島県農林水産部森林整備課・森林保全課

№ 所　属 氏　名 区分 題　　　名 審査結果
１ 県北農林事務所 須藤　佳祐 治山 流木災害対策と流木捕捉式治山ダムの効果
２ 森 林 保 全 課 駒井　裕治 治山 海岸防災林の維持管理について 優 秀 賞
３ 県中農林事務所 石井　達也 治山 ツル植物を用いた小規模崩壊地の緑化手法について

４ 県南農林事務所 佐川　　敦 治山 国立公園内での治山事業における自然侵入促進工の
実施について（第二報）

５ 南会津農林事務所 細澤めぐみ 林道 礫暗渠工による排水対策について 最優秀賞

６ 会津農林事務所 折笠　　航
半沢　竜馬 林道 林道の法面緑化工に関する一考察

７ 矢 祭 町 役 場 菊池　紀文
小室　大地 林道 矢祭町における林業専用道開設にかかる線形計画に

ついて
８ 森 林 整 備 課 粂川　隼人 林道 航空レーザ計測で得られた森林情報の活用について 優 秀 賞
９ 会津農林事務所 青戸聡一郎 治山 保安林内に作設された作業道の現状について
10 南会津農林事務所 武藤　公樹 治山 只見町西山地区におけるなだれ対策工の施工状況報告

11 いわき農林事務所 遠藤　普子 治山 海岸防災林の生育基盤盛土におけるじゃかご工を用いた
排水工法について 最優秀賞

発　表　会

講　　　評

表　彰　式
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県行造林をフィールドにした持続可能な
森林づくりの取組について

普及指導員通信

会津農林事務所
林業普及指導員　加　藤　　　修

１　は じ め に
　県行造林は、県土保全や森林資源の充実を図るとともに森林を県有財産として造成するため、土地所有者
と県が収益分収契約により、県営林として県が造林保育管理等の整備を行うもので、県内で広く実施してお
ります。
　当事務所管内には、53件451ha（平成31年３月末時点）の県行造林があります。昭和30年から50年頃の契
約が多く、今後契約満期を迎え伐採（主伐）・収益分収、又は契約期間延長の手続きが必要になってきます。
　このような状況の中、県行造林を核とした持続可能な森林づくりに向けた普及活動を行っており、その取
組を紹介します。

２　取 組 内 容
森林所有者に向けた意識醸成
　契約期間満了が近づいている県行造林地は、あらかじめ林況調査を行って立木評価を行い、その結果を基
に土地所有者と県行造林の今後の利用等について打合せを行います。共有地の場合には、代表の方と調整の
上、地元で説明会を開催し、内容を説明後、みなさんから意見を伺っています。
　このような県行造林の取組を通じて、県行造林以外に森林を所有する方で森林に関心のなかった方にも林
業の現状を理解していただきました。

３　今後の展開
　県行造林契約は、伐採により得られた収益を分収することになっており、できるだけ収益を上げる必要が
あることから効率的な作業路網計画や利用目的に沿った採材方法など地域の需要に合わせた販売方法の検討
が必要になります。
　主伐後は、解除契約を締結し、県の地上権を抹消することになりますが、土地所有者に伐採跡地への植栽
等の義務が生じることを理解していただくことが必要です。しかし、土地所有者にとって植栽とそれに続く
下刈りの経費は大きな負担となります。そのため、できるだけ伐採から植栽までのコストを削減し、造林未
済地の発生を防ぐ方策として、現在、県で進めている伐採、地拵え・植栽を一貫して行う施業の取組につい
て土地所有者に働きかけを行っていくこととしています。
　また、これを地域に広げていくためには地域の森林、又は県行造林解除地に一貫施業のモデル地区を設置
し、取組をPRすることが有効であると考えています。これらに取組むことによって成果が口コミで広がれ
ば、再造林の推進に少しでもつながっていくものと期待しています。

４　お わ り に
　管内において、契約期間満了を迎える県行造林が増えてきますが、今後とも県行造林契約者と連絡を密に
し、県行造林の主伐時期を念頭におきながら取組を進めてまいります。
　また、県行造林の取組を核として、周辺の森林についても持続可能な森林づくりにつながるよう普及活動
を進めてまいります。

県行造林の林況調査状況 県行造林説明会の状況
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林
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、
昭
和
五
七

年
一
月
の
「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
」

に
よ
り
、
林
業
の
現
場
で
働
く
人
が
退
職

し
た
際
に
支
払
わ
れ
る
「
林
業
界
全
体
の

退
職
金
制
度
」
で
す
。

１　

制
度
の
仕
組
み
に
つ
い
て

　

こ
の
制
度
は
、
林
業
の
事
業
主
が
林
業

退
職
金
共
済
事
業
本
部
と
退
職
金
共
済
契

約
を
結
ん
で
共
済
契
約
者
と
な
り
、
林
業

の
現
場
で
働
く
従
事
者
を
被
共
済
者
と
し

て
、
従
事
者
が
共
済
手
帳
に
働
い
た
日
数

の
共
済
証
紙
を
貼
り
、
そ
の
従
事
者
が
林

業
界
の
中
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き

に
、
直
接
従
事
者
に
退
職
金
を
支
払
う
、

仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
従
事

者
は
雇
用
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
従
事
者

の
被
共
済
者
の
立
場
は
継
続
し
、
働
い
た

日
数
は
全
部
通
算
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

林業退職金共済制度
について

福島県森林組合

連 合 会

森連だより

　

こ
の
制
度
は
、
林
業
を
営
む
事
業
主
で

あ
れ
ば
、
専
業
・
兼
業
を
問
わ
ず
す
べ
て

加
入
で
き
、
対
象
と
な
る
従
事
者
は
造

林
・
伐
木
な
ど
の
職
種
や
月
給
制
・
日
給

制
・
出
来
高
制
に
関
係
な
く
加
入
で
き
る

事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
一
人
親
方
」
の
加
入
に
つ
い

て
も
、
任
意
組
合
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
り

加
入
対
象
と
な
り
ま
す
。

２　

手
続
き
に
つ
い
て

　

掛
金
の
納
め
方
は
、
共
済
契
約
を
結
ん

だ
事
業
主
が
最
寄
り
の
指
定
金
融
機
関
で

「
共
済
契
約
者
証
」
を
提
示
し
て
、
掛
金

相
当
額
の
「
共
済
証
紙
」
を
購
入
し
、
働

い
た
日
数
に
応
じ
て
従
事
者
の
「
共
済
手

帳
」
に
貼
付
し
、
事
業
主
が
消
印
す
る
こ

と
に
よ
り
掛
金
を
納
め
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
「
共
済
証
紙
」
は
、
一
日
券
と
十
日
券

の
二
種
類
が
あ
り
、
令
和
元
年
八
月
現
在

日
額
四
七
〇
円
で
す
。

　

新
た
に
加
入
し
た
従
事
者
に
つ
い
て

は
、
初
め
の
六
二
日
分
の
掛
金
（
初
回
交

付
手
帳
の
み
）
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

３　

退
職
金
の
受
け
取
り
方

　

掛
金
納
付
月
数
が
二
四
月
以
上
（
十
七

日
を
一
ヶ
月
換
算
）
貼
り
終
わ
っ
た
方
が

下
記
の
請
求
事
由
に
よ
り
退
職
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
独
立
し
て
仕
事
を
は
じ
め
た
。

・
無
職
に
な
っ
て
今
後
ど
こ
に
も
就
職
し

な
く
な
っ
た
。

・
林
業
関
係
以
外
の
事
業
主
に
雇
わ
れ

た
。

・
林
業
関
係
の
事
業
所
の
社
員
や
職
員
に

な
っ
た
。

・
け
が
又
は
病
気
の
た
め
仕
事
が
で
き
な

く
な
っ
た
。

・
満
五
五
歳
以
上
に
な
っ
た
（
継
続
し
て

働
く
場
合
は
除
く
）。

・
本
人
が
死
亡
し
た
。

　

新
元
号
に
対
応
し
た
様
式
が
林
業
退
職

金
共
済
事
業
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

活
用
下
さ
い
。
尚
、
旧
様
式
も
そ
の
ま
ま

お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

　

加
入
を
は
じ
め
詳
細
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、
林
業
退
職
金
共
済
事
業
福

島
県
支
部
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
電

話
〇
二
四
―
五
二
三
―
〇
二
五
五
（
福
島

県
森
林
組
合
連
合
会
内
）

証紙見本

受領する退職金 林業退職金共済制度の仕組み

（掛金日額470円で計算した場合）

年  数（月数） 金  額（円）

2年  （24月） 191,760

5年  （60月） 482,437

10年（120月） 990,601

20年（240月） 2,086,030

30年（360月） 3,213,179

金
融
機
関

［掛金］
④共済
　証紙購入 ②林業退職金共済契約者証

①加入申込

③退職金共済手帳

退職金支払い

［退職］

事 業 主

福島県森林組合連合会

林業退職金事業本部

従 業 員

雇用

業務委託

交付

交付

証紙
貼付

⑤請求
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団体のページ

夏休み親子キノコの
ふしぎ体験ツアー　

きのこセンターだより

きのこ振興センター

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
二
八
年
度
か

ら
、
き
の
こ
に
関
す
る
食
育
推
進
の
一
環

と
し
て
「
夏
休
み
親
子
き
の
こ
体
験
ツ

ア
ー
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
親
子
で
楽

し
み
な
が
ら
き
の
こ
に
つ
い
て
学
び
、
き

の
こ
の
収
穫
や
料
理
等
の
体
験
を
通
し
て

食
材
と
し
て
の
き
の
こ
の
魅
力
を
感
じ
、

き
の
こ
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
第
四
回
と
な
る
今
年
は
、
八
月
三

日（
土
曜
日
）に
実
施
し
、
県
内
の
親
子
等

二
〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

○
シ
イ
タ
ケ
栽
培
施
設
見
学
と
シ
イ
タ
ケ

の
収
穫

　

本
宮
市
の
「
渡
辺
き
の
こ
園
」
を
訪
れ
、

渡
辺
喜
一
さ
ん
に
原
木
栽
培
か
ら
菌
床
栽

培
へ
変
換
さ
れ
た
お
話
や
、
シ
イ
タ
ケ
の

菌
床
製
造
か
ら
発
生
ま
で
の
工
程
、
安

全
・
安
心
へ
の
取
組
な
ど
を
説
明
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、

き
の
こ
の
種
類
ご
と
の
最
適
温
度
に
つ
い

て
の
ク
イ
ズ
に
答
え
る
な
ど
、
楽
し
ん
で

勉
強
し
て
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
渡
辺
氏
か
ら
上
手
な
取
り
方

や
注
意
事
項
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た

後
、
親
子
で
シ
イ
タ
ケ
採
取
を
体
験
し
ま

し
た
。
一
人
に
つ
き
十
個
程
度
の
予
定
で

し
た
が
、
肉
厚
の
Ｌ
・
Ｍ
サ
イ
ズ
が
揃
っ

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
十
個
に
満
た
な
い

状
態
で
ビ
ニ
ー
ル
袋
か
ら
溢
れ
そ
う
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
普
段
見

な
い
見
事
な
シ
イ
タ
ケ
に
感
激
し
な
が
ら

収
穫
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
生
キ
ク
ラ

ゲ
の
お
土
産
も
い
た
だ
き
、
参
加
者
の

方
々
に
は
笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

○
ナ
メ
コ
栽
培
施
設
見
学
と
ナ
メ
コ
の
収

穫
・
き
の
こ
の
ピ
ザ
作
り

　

二
本
松
市
の
「
東
和
季
の
子
工
房
」
を

訪
れ
、
武
藤
一
夫
さ
ん
か
ら
ナ
メ
コ
栽
培

に
つ
い
て
の
説
明
を
聞
い
た
後
、
発
生
施

設
の
中
で
武
藤
さ
ん
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
ナ
メ
コ
の
収
穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

採
っ
た
き
の
こ
は
、
早
速
隣
接
す
る
農

家
レ
ス
ト
ラ
ン
に
持
ち
込
ん
で
、
全
員
で

ピ
ザ
作
り
を
行
い
ま
し
た
。
ピ
ザ
生
地
を

円
盤
状
に
伸
ば
し
て
味
噌
仕
立
て
の
ソ
ー

ス
に
ナ
メ
コ
、
チ
ー
ズ
、
大
葉
を
の
せ
焼

き
上
げ
ま
し
た
。
出
来
栄
え
は
上
々
で
、

ナ
メ
コ
と
ピ
ザ
と
い
う
意
外
な
組
み
合
わ

せ
と
和
風
な
味
付
け
が
合
っ
て
い
て
、
非

常
に
美
味
し
い
と
好
評
で
し
た
。
ボ

リ
ュ
ー
ム
満
点
で
し
た
が
、
出
来
上
が
っ

た
ピ
ザ
の
美
味
し
さ
に
ペ
ロ
リ
と
食
べ
て

し
ま
っ
た
と
参
加
者
か
ら
は
感
嘆
の
声
が

あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。
ほ
か
に
、
ナ
メ
コ

の
天
ぷ
ら
や
朝
採
り
と
う
も
ろ
こ
し
の
冷

製
ス
ー
プ
な
ど
の
地
元
野
菜
を
使
っ
た
前

菜
、
デ
ザ
ー
ト
に
は
自
家
製
の
プ
リ
ン
が

出
さ
れ
、
子
供
達
も
夢
中
で
食
べ
る
ほ
ど

大
好
評
で
し
た
。

○
き
の
こ
の
ふ
し
ぎ
に
せ
ま
る

　

当
セ
ン
タ
ー
職
員
の
案
内
に
よ
り
、
郡

山
市
の
逢
瀬
公
園
で
公
園
内
に
発
生
し
て

い
る
き
の
こ
の
種
類
や
夏
場
に
発
生
す
る

き
の
こ
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
遊
歩
道
を

散
策
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
連
日
の
猛
暑

で
地
面
が
乾
燥
し
て
お
り
、
き
の
こ
の
発

生
も
少
な
く
、
発
生
し
て
い
た
き
の
こ
も

乾
燥
気
味
で
し
た
。

　

ま
た
、「
福
島
き
の
こ
の
会
」
の
広
井

勝
氏
と
橋
本
和
昭
氏
の
説
明
の
も
と
、
公

園
事
務
所
内
に
あ
る
「
森
と
き
の
こ
の
展

示
室
」
を
見
学
し
ま
し
た
。
危
険
な
毒
き

の
こ
や
珍
し
い
き
の
こ
の
話
な
ど
、
参
加

者
は
興
味
深
く
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

○
家
庭
で
の
き
の
こ
作
り

　

き
の
こ
に
興
味
を
持
つ
に
は
、
自
分
で

栽
培
し
て
み
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

最
後
に
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
「
家

庭
で
の
き
の
こ
作
り
」
と
題
し
て
、
シ
イ

タ
ケ
の
菌
床
を
お
配
り
し
、
育
て
方
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
夏
休

み
の
自
由
研
究
に
す
る
と
張
り
切
っ
て
い

ま
し
た
。

　

き
の
こ
嫌
い
の
子
供
も
多
い
と
聞
き
ま

す
が
、
自
分
で
育
て
る
こ
と
で
愛
着
が
わ

き
、
よ
り
多
く
の
子
供
達
に
き
の
こ
を
好

き
に
な
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

シイタケの収穫

ナメコのピザ作り

野生きのこを探しながらの散策

ナメコの収穫

みんなで昼食

きのこの展示品を見学
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郡
山
女
子
大
学 

人
間
生
活
学
科 

建
築
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス 

准
教
授　

阿　

部　

恵
利
子

雑
木
林
を
開
拓
し
、
福
島
の
楽
園
に
！
（
有
限
会
社 

Ｌ
ａ 

Ｖ
ｉ
ｄ
ａ
）

木
の
文
化
を
育
む
⑥

○
は
じ
め
に

　

東
日
本
大
震
災
で
荒
れ
果
て
て
し
ま
っ

た
雑
木
林
を
福
島
県
民
の
楽
園
に
す
る

「
三
春
ふ
る
さ
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
二

〇
一
八
年
十
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
「
有
限
会
社

ラ
ビ
ー
ダ
」（
福
島
・
郡
山
市
）
代
表
の

渡
部
真
一
郎
さ
ん
が
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
て
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
森

の
再
生
を
福
島
県
田
村
郡
三
春
町
か
ら
始

め
よ
う
と
す
る
取
り
組
み
で
す
。

　

七
年
前
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
原
発

事
故
で
、
福
島
の
林
業
・
木
工
業
は
甚
大

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
渡
部
さ
ん
は

二
〇
一
五
年
に
「
福
島
の
荒
れ
果
て
た
雑

木
林
を
楽
園
に
し
た
い
！
」
と
い
う
想
い

か
ら
仲
間
を
集
め
、
三
春
町
の
雑
木
林
に

キ
ャ
ン
プ
場
や
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
等
を
つ
く

る
構
想
を
描
き
、
老
若
男
女
が
豊
か
な
暮

ら
し
を
実
現
で
き
る
よ
う
、
福
島
の
自
然

復
興
を
め
ざ
し
て
継
続
的
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

○
夢
の
原
点

　

渡
部
さ
ん
一
家
は
、
東
日
本
大
震
災
後
、

自
主
避
難
の
た
め
に
家
族
が
離
れ
て
生
活

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
妻
の
友
紀
さ
ん

は
、
子
ど
も
と
共
に
実
家
の
あ
る
茨
城
県

で
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。
震
災
以
降
、

様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
り
、
友
紀

さ
ん
が
避
難
先
で
築
い
た
人
と
の
繋
が
り

は
、「
三
春
ふ
る
さ
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

後
押
し
、
応
援
し
て
く
れ
る
大
切
な
パ
ー

ト
ナ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
避
難
先
に
は
、
夢
の
原
点
と

な
っ
た
場
所
の
一
つ
、
暮
ら
し
の
実
験
室

や
さ
と
農
場
（
茨
城
・
石
岡
市
）
が
あ
り

ま
す
。
友
紀
さ
ん
は
農
場
で
た
く
さ
ん
の

学
び
を
得
る
と
同
時
に
大
き
な
夢
が
育
ま

れ
、
三
春
の
雑
木
林
も
、
老
若
男
女
が
「
楽

し
い
！
幸
せ
！
」
を
分
か
ち
合
え
る
、
ワ

ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
場
所
に
し
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

○
筑
波
山
で
の
研
修

　

土
地
の
契
約
が
成
立
し
、
ま
ず
は
土
地

の
調
査
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
三
春

の
ふ
る
さ
と
の
森
を
ワ
ク
ワ
ク
す
る
場
所

に
す
る
た
め
に
、
山
の
起
伏
や
道
路
の
位

置
、
木
々
の
様
子
を
確
認
し
、
日
本
古
来

の
手
法
で
森
を
再
生
す
る
た
め
、
造
園
設

計
の
専
門
家
に
協
力
を
依
頼
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
筑
波
山
の
水
脈
を
守
る
会
」
の

活
動
に
加
わ
り
、
森
の
中
に
あ
る
も
の
や

炭
を
使
用
し
て
の
整
備
、
水
脈
に
つ
い
て

考
え
る
体
験
を
と
お
し
て
、
三
春
の
杜
、

再
生
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
準
備
を
着
実
に

進
め
て
い
ま
す
。

○
三
春
の
杜　

再
生
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

第
一
回
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
今
年

五
月
末
に
二
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
支
援
者
も
遠

方
は
長
野
や
日
立
か
ら
参
加
し
、
と
も
に

汗
を
流
し
な
が
ら
マ
ウ
ン
ド
つ
く
り
や
植

林
を
し
ま
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
と

お
し
て
、
地
中
の
状
態
を
理
解
し
な
が
ら

作
業
を
進
め
る
こ
と
で
、
今
の
雑
木
林
の

状
態
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
か
、
ま

た
、
次
世
代
に
ど
う
継
承
し
て
い
く
の
か

な
ど
、
未
来
の
森
を
想
像
し
な
が
ら
夢
を

描
き
、
想
い
を
一
つ
に
し
て
作
業
を
進
め

ま
し
た
。

○
定
期
的
な
杜
の
活
動

　

三
春
の
杜
の
活
動
は
定
期
的
に
開
催
し

て
お
り
、
そ
の
日
集
ま
っ
た
人
数
で
で
き

る
こ
と
を
コ
ツ
コ
ツ
進
め
て
ゆ
く
予
定
で

す
。
七
月
は
名
古
屋
の
学
生
が
作
業
に
加

わ
っ
て
マ
ウ
ン
ド
つ
く
り
を
し
ま
し
た
。

「
三
春
ふ
る
さ
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
興

味
の
あ
る
方
、「
楽
し
い
！
幸
せ
！
」
を

分
か
ち
合
い
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
杜
の
活
動

に
参
加
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

初
め
て
の
参
加
希
望
者
は
、yuki@

lavida.co.jp

ま
で
【
ｖ
ｉ
ｖ
ｏ
の
杜
の

ワ
ー
ク
参
加
希
望
】
と
件
名
に
記
入
し
連

絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
十
月

二
六
日
、
二
七
日
は
造
園
設
計
の
専
門
家

に
よ
る
講
演
会
→
杜
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
栗
染
め
、
ポ
ッ
ト
苗
づ
く
り
な
ど
、

二
日
間
に
渡
る
企
画
を
検
討
中
で
す
。

三春の杜　再生ワークショップ 左：真一郎さん、右：友紀さん
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こ
と
か
ら
そ
の
名
が
つ
い
た
と
の
こ
と
）

も
あ
り
ま
す
。
た
だ
残
念
な
こ
と
に
、
現

在
は
廃
道
と
な
っ
て
お
り
管
理
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
歩
く
の
は
危
険
と
の
こ
と
。

　

余
談
で
す
が
、
以
前
見
た
テ
レ
ビ
番
組

で
、
塾
講
師
の
林
修
先
生
が
河
井
継
之
助

を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
主
人
公
に
し
た

い
と
推
し
て
い
ま
し
た
。
来
年
に
は
役
所

広
司
主
演
の
映
画
「
峠　

最
後
の
サ
ム
ラ

イ
」
が
公
開
さ
れ
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

記
念
館
は
只
見
線
（
運
休
区
間
）
に
隣
接

し
て
お
り
、
二
〇
二
一
年
度
の
只
見
線
全

線
再
開
通
と
映
画
の
相
乗
効
果
で
、
今
後
、

訪
問
客
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
と
い

う
こ
と
は
、
皆
様
、
行
く
な
ら
今
で
す
よ
。

継之助の銅像

　

二
〇
年
前
、
私
が
初
め
て
会
津
へ
赴
任

し
た
と
き
に
、
会
津
に
は
河
井
継
之
助
が

好
き
な
方
が
多
い
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
こ
の
記
念
館
の
存
在
も
そ
の
頃
か
ら

知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
、
南
会
津
地

方
勤
務
を
き
っ
か
け
に
遅
れ
ば
せ
な
が
ら

初
訪
問
し
ま
し
た
。

　

館
内
に
は
、
継
之
助
が
亡
く
な
っ
た

「
終
焉
の
間
」（
村
医 

矢
沢
宗
益
の
家
を

移
築
し
た
も
の
）
や
ガ
ト
リ
ン
グ
砲
な
ど

の
ゆ
か
り
の
品
々
が
展
示
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
北
越
戊
辰
戦
争
や
只
見
町
で
の
継
之

助
の
最
期
に
関
す
る
説
明
ビ
デ
オ
も
あ
り
、

当
時
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
記
念
館
か
ら
徒
歩
五
分
ほ
ど
の
と

こ
ろ
に
は
、
継
之
助
の
遺
骨
が
埋
葬
さ
れ

て
い
る
医
王
寺
が
あ
り
、
さ
ら
に
国
道
を

新
潟
方
面
へ
十
数

㌔
㍍
進
む
と
、
継

之
助
ら
が
越
え
て

来
た
八
〇
里
峠

（
実
際
の
距
離
は

八
里
で
す
が
、
険

し
い
道
は
一
里
が

十
里
に
も
思
え
る

　

五
月
の
原
木
市
場
へ
の
入
荷
量
は
、
前
月
比
二
一
㌫
減
（
前
年
比
三
㌫
増
）
の

二
五
、
二
九
四
立
方
㍍
と
な
っ
て
い
る
。

　

販
売
量
は
、
前
月
比
二
〇
㌫
減
（
前
年
比
五
㌫
増
）
の
二
五
、
五
九
一
立
方
㍍

と
な
っ
て
い
る
。

　

六
月
の
価
格
は
保
合
い
と
な
っ
て
い
る
。

河
井
継
之
助
記
念
館
（
只
見
町
）

眞　

壁　

晴　

美

福
島
県
南
会
津
農
林
事
務
所

素材の価格〈工場着価格〉（2019年６月15日現在）
（単位：㎥当り千円）

注）１．前月差の△印は値下りを示す。
　　２．（　）内は各地域の価格幅、（　）外は各

地域の平均的価格を示す。
　　３．一般用材カラマツは工場着価格ではなく、

福島県森林組合連合会の会津共販所・い
わき木材流通センターの素材市売価格を
示す。

　　４．各地域の価格について、異常値が生じた
場合には県平均算出から除く場合がある。

区　分
形　　量

材質 樹 種
会　津　共　販 い　　わ　　き

径（㎝）長さ（ｍ） 当　　月 前月差 当　　月 前月差

一
般
用
材

12以下

4.00

並 カラマツ 　（ 0～ 0）  7 （ 6～ 9） 0

13～14 並 カラマツ 　（ 0～ 0）  8 （ 7～ 8） 0

16以上 並 カラマツ 14（13～15）  8 （ 6～10） 0

区　分
形　　量

材質 樹 種
中 通 り 地 方 会　津　地　方 浜 通 り 地 方 県　　平　　均

径（㎝）長さ（ｍ） 当　　月 前月差 当　　月 前月差 当　　月 前月差 当　　月 前月差

一　
　

般　
　

用　
　

材

小
5～9

4.00
並 スギ 10 （10～10） 0 　（ 0～ 0） 10 （10～10） 0 10 （10～10） 0

10～14 並 スギ 13 （12～13） 0 　（ 0～ 0） 13 （12～14） 0 13 （12～14） 0

中

14～22

3.00
並 スギ 12 （11～13） 0 14 （14～14） 0 13 （11～14） 0 12 （11～14） △1

並 ヒノキ 19 （16～22） 0 　（ 0～ 0） 15 （15～16） △1 17 （15～22） 0

6.00
並 スギ 16 （15～17） 0 10 （10～10） 0 17 （17～17） △1 15 （10～17） △1

並 ヒノキ 30 （25～35） 0 　（ 0～ 0） 22 （20～24） 0 26 （20～35） 0

20～28

3.65 並 スギ 11 （11～12） 0 11 （10～13） 0 12 （11～14） △1 12 （10～14） 0

4.00
並 スギ 11 （10～13） 0 11 （11～11） 0 11 （11～12） △2 11 （10～13） △1

並 アカマツ  9 （ 7～12） 0 　（ 0～ 0） 10 （ 9～11） △1 10 （ 7～12） 0

1.80 並 アカマツ  8 （ 5～11） 0 　（ 0～ 0）  9 （ 9～ 9） 0  8 （ 5～11） △1

外　
　
　

材

米
材（
定
尺
）

30以上 10.00
並 米ツガ 　（ 0～ 0） 　（ 0～ 0） 30 （30～30） 0 30 （30～30） 0

並 米マツ 　（ 0～ 0） 32 （32～32） 0 28 （28～28） 0 30 （28～32） 0
北
洋
材（
定
尺
）

28以下

3.80 並 エゾマツ 　（ 0～ 0） 　（ 0～ 0） 25 （25～25） 0 25 （25～25） 0

4.00
並 アカマツ 　（ 0～ 0） 　（ 0～ 0） 25 （25～25） 0 25 （25～25） 0

並 カラマツ 　（ 0～ 0） 　（ 0～ 0） 25 （25～25） 0 25 （25～25） 0

パルプ
用材

並 マツ  7 （ 7～ 7） 0 　（ 0～ 0）  7 （ 7～ 7） 0  7 （ 7～ 7） 0

並 広葉樹 10 （10～10） 0 　（ 0～ 0） 　（ 0～ 0） 10 （10～10） 0

河井継之助記念館
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お知らせコーナー

福

島

県

福
島
県
内
四
森
林
管
理
署

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

福
島
県
森
林
組
合
連
合
会

福
島
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会

福
島
県
農
林
種
苗
農
業
協
同
組
合

ふ
く
し
ま
緑
の
森
づ
く
り
公
社

森
林
研
究
・
整
備
機
構
福
島
水
源
林
整
備
事
務
所

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

（
福
島
市
中
町
五
番
一
八
号
県
林
業
会
館
内
）

水

戸

典

明

陽

光

社

印

刷

株

式

会

社

　
　
　
　
　
　
（
定
価　

一
〇
八
円
）

編　

集

発　

行

発
行
人

秋
の
雨
物
語

表紙の写真
　
「
お
も
い
出
し　

お
も
い
出
し
て
は　

秋
の
雨
」（
俳
人 

土
芳
）
初
秋
に
し
と
し
と
降

り
の
「
秋

し
ゅ
う
り
ん霖
」
を
詠
ん
だ
句
だ
が
、
意
外
に
も
九
月
は
雨
の
月
だ
。
福
島
県
の
平
均
降
水

量
も
、
梅
雨
時
よ
り
多
い
と
い
う
デ
ー
タ
ー
が
あ
る
。

　

四
季
折
々
に
降
る
雨
、
降
り
方
の
強
弱
や
朝
昼
晩
の
時
間
別
に
降
る
雨
な
ど
、
微
妙
に

違
う
雨
の
表
現
が
日
本
語
で
は
四
二
二
に
も
及
び
、
ど
れ
も
こ
れ
も
心
ひ
か
れ
る
と
い

う
。（
高
橋
順
子
著
「
雨
の
名
前
」
よ
り
）
あ
る
学
者
が
、
ア
フ
リ
カ
の
サ
バ
ン
ナ
で
は

緑
が
五
〇
通
り
、
北
極
圏
で
は
雪
の
色
が
三
〇
通
り
に
も
識
別
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
は

人
々
が
自
然
に
命
を
預
け
て
い
る
か
ら
だ
と
言
っ
て
い
た
。「
日
本
語
に
雨
の
言
葉
が
多

い
の
は
、
日
本
人
が
雨
を
生
活
の
糧
と
し
て
い
た
農
耕
民
族
だ
か
ら
で
し
ょ
う
。」（
高
橋

順
子
）
今
の
よ
う
に
情
報
化
が
進
ん
で
い
な
い
時
代
に
は
、
緑
や
雪
や
雨
の
変
化
は
、

人
々
の
営
み
の
指
標
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
、
自
然
か
ら
賢
く
学
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
、
う
ま
く
生
き
て
は
い
け
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

今
年
の
夏
も
酷
暑
だ
っ
た
。
そ
の
暑
さ
や
身
の
熱
さ
を
鎮
め
る
か
の
よ
う
に
美
し
い
名

前
の
秋
の
雨
が
降
る
。「
春
雨
じ
ゃ
。
濡
れ
て
参
ろ
う
」
の
春
雨
と
違
っ
て
秋
の
雨
は
ど

こ
か
寂
し
気
。「
冷れ

い

雨う

」
に
あ
っ
て
は
冷
え
冷
え
と
降
る
晩
秋
の
雨
、
も
う
心
細
さ
し
か

感
じ
な
い
。

　

私
が
大
学
生
の
頃
、
急
な
秋
の
夕
立
に
、
肩
を
並
べ
て
歩
い
て
い
た
友
人
が
「
雨
が
降

る
と
そ
の
街
の
匂
い
が
す
る
よ
う
だ
。」
と
つ
ぶ
や
い
た
。
あ
の
時
の
下
北
沢
の
匂
い
は
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
焼
け
て
少
し
埃
っ
ぽ
い
匂
い
が
し
た
が
、
あ
の
よ
う
な
に
わ
か
雨
に
は

「
秋あ

き
し
ゅ
う
う

驟
雨
」
と
い
う
名
前
が
つ
い
て
い
る
。
あ
の
時
、
そ
の
名
前
を
知
っ
て
い
た
な
ら
、

も
う
少
し
洒
落
た
気
持
ち
で
、
洒
落
た
会
話
が
で
き
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
今
も
秋
の
に

わ
か
雨
が
降
る
と
、
ふ
と
思
い
出
す
た
わ
い
も
な
い
私
の
雨
物
語
で
あ
る
。�
（
都
）

はなしの
ひろば

「池の中の紅葉」
　第33回ふくしま緑の写真コン
クール金賞
受賞者　毛利周一さん（伊達市）
撮影場所：福島市

○
野
生
き
の
こ
の
採
取
及
び
出
荷
・
販
売
に
つ
い
て

　

野
生
き
の
こ
の
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
国
か
ら
出
荷
が
制
限
さ
れ

て
い
る
市
町
村
か
ら
採
取
さ
れ
た

野
生
き
の
こ
は
、
出
荷
・
販
売
、

飲
食
店
や
宿
泊
施
設
な
ど
で
の
提

供
、
無
償
譲
渡
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
一
部
町
村
・
品
目
で
は

出
荷
が
可
能
で
す
が
、
出
荷
前
に

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
県
農
林
事
務

所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

安
全
な
野
生
き
の
こ
の
流
通
を

図
る
た
め
、
皆
様
の
御
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

●野生きのこ出荷制限位置図

●連絡先一覧

※
最
新
情
報
は
福
島
県
林
業
振
興
課

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（https://w
w

w
.pref.fukushim

a.lg.jp/
sec/36055c/ringyo-m

onitoring.htm
l

）

事務所名 住所・連絡先

県北農林事務所
（森林林業部）

福島市杉妻町２－16
（福島県庁北庁舎５階）
024－521－2632

県中農林事務所
（森林林業部）

郡山市麓山一丁目１－１
024－935－1367

県南農林事務所
（森林林業部）

棚倉町大字関口字上志宝
50－１
0247－33－2123

会津農林事務所
（森林林業部）

喜多方市松山町鳥見山字
下天神６－３
0241－24－5734

南会津農林事務所
（森林林業部）

南会津町田島字根小屋甲
4277－１
0241－62－5375

相双農林事務所
（森林林業部）

南相馬市原町区錦町一丁目30
0244－26－4305

富岡林業指導所
富岡町小浜553－２
0240－23－6084

いわき農林事務所
（森林林業部）

いわき市平字梅本15
0246－24－6193

：出荷制限市町村

：出荷制限一部解除市町村
　（西会津町【ナメコ、ムキタケ】、
　会津美里町【ムキタケ】
　只見町【ナメコ、ムキタケ、
　クリタケ、マイタケ】解除）

※令和元年
　９月１日現在



山火事で受けた
損害

《ご相談・お申し込みは》
◆福島県森林組合連合会
　TEL024-523-0255㈹
　または最寄りの森林組合

《保険の対象となる森林》
　竹林や人手の全く入らない天然林を
除き、面積が0.01ha以上であれば、
樹種、林齢に加入制限はありません。

備えのパートナー  森林保険
こんな災害からあなたの山を守ります。

火災1
暴風による根返
り、幹折れなどの
損害

風害2
豪雨、洪水による
埋没、水没、流失
などの損害

水害3

凍結、寒風などに
よる枯死などの損
害

凍害6
潮風、潮水浸水な
どによる枯死など
の損害

潮害7
火山噴火による焼
損、幹折れ、埋没、
根返りなどの損害

噴火災8

大量の積雪によ
る幹折れ、根返り
などの損害

雪害4
乾燥による枯死な
どの損害

干害5
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人と共に　緑と共に

うねめ
林業機械

人と共に　緑と共に

R

For Professional

For Professional

GZ3950EZ
GZ4350EZ

BCZ275GW-DC ZHM1550RR SR3100

刈幅：1500mm 出力 : 27.5kW 破砕径：200mm 出力 : 18.4kW

排気量 25.4cc

排気量 39.1cc

排気量 43.1cc

ハスクバーナ・ゼノア㈱ 福島県代理店

㈲ うねめ林業機械㈲ うねめ林業機械
TEL(024)952-2657 ・ FAX(024)951-7775 〒963-0211 郡山市片平町字薪蟻塚 108-1

For Professional

BCZ275GW-DC

郡山市片平町字新蟻塚


